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勤務時間計算サンプルアプリケーション  

1. 概要  
稼働日時情報複合コンポーネントは、画面上で設定した始業時刻、終業時刻、昼休み時間情報、休日情報に基づいて、指定日時間の総勤務時間を計算し

たり、あるいは、指定された勤務時間を経過したときの日時を計算したりするために用います。稼働日時情報複合コンポーネントは、アプリケーションビ

ルダーのメニューから以下のように選びます。 
 

[複合コンポーネント追加]-[稼働日時]-[稼働日時情報.mzcx] 

2. 用途  
 始業時刻、終業時刻、昼休み時間情報、休日情報を考慮に入れた稼働時間の計算を行いたいとき。 

3. ここで使用されるイベントとメソッド  
ここで使用するメソッドを 表 1 に示します。稼働日時情報複合コンポーネントから発生するイベントはありません。 
 

表 1 ここで使用する稼働日時情報複合コンポーネントのメソッド 

使用されるメソッド 処理内容 

初期化処理() アプリケーション開始時に行う処理。（実際には何もしていない） 
終了処理() アプリケーション終了時に行う。保存する必要のないデータをクリアする。 

当日零時起点の就業時間を分単位で取得(Object) 現在の日付の午前零時から、引数で与えられた日時までの就業時間を分単位

で計算して返す。現在の日付より前の日時を引数として与えた場合には、負

の値となる。 

当日零時から就業時間(分)経過後の日時を終業時刻優先で取得

(Object) 

現在の日付の午前零時から、引数で与えられた就業時間（分単位）だけ経過

したときの日時を返す。計算した日時の時刻が始業時刻と一致したときに

は、その前の就業日の終業時刻を返す。 
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4. コンポーネント使用例  
付属のサンプルアプリケーションを使って、稼働日時情報複合コンポーネントの使い方を説明します。アプリケーションビルダーからインストールフォ

ルダ以下の“AP_DATA¥Sample¥勤務時間計算_1.mzax”をロードし、[実行]もしくは[実行(設定可)]ボタンをクリックしてアプリケーションを実行してく

ださい（図 1）。起動画面の右側が稼働日時情報複合コンポーネントの部分で、ここで始業時刻、終業時刻、昼休み情報、休日情報を設定します。なお、1
日の就業時間は始業時刻、終業時刻、昼休み情報に基づいて自動計算されます。 

 

  

図 1 勤務時間計算_1.mzax のロードと実行 
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4.1. 勤務時間計算 
開始日時と終了日時を指定して、その間の勤務時間を計算します。 

4.1.1. 動作確認 
[勤務時間計算]ボタンをクリックすると、勤務時間が分単位で表示されます。この数値は、指定された日時の間に含まれている就業時間の総和となりま

す。 

  

図 2 勤務時間の計算 

4.1.2. コンポーネント接続の確認 
では、この動作がどのように行われているのか、ビルダー上のコンポーネント接続図をたどってみることにしましょう。[勤務時間計算]ボタンをクリッ

クすると、稼働日時情報複合コンポーネントの「当日零時起点の就業時間を分単位で取得(Object)」メソッドを起動し、現在の日付の零時から開始日時まで

の勤務時間を計算します。引数は、図 2 で「開始日時」と記されている日付入力フィールドのデータです（図 3 ①）。同様に、図 2 で「終了日時」と記さ

れている日付入力フィールドのデータを引数として、稼働日時情報複合コンポーネントの「当日零時起点の就業時間を分単位で取得(Object)」メソッドを起

動し、現在の日付の零時から終了日時までの勤務時間を計算します（図 3 ②）。これらの差を計算し（図 3 ③）、計算結果を「勤務時間」欄の数値入力フ

ィールドに設定します（図 3 ④）。 
 

開始日時

終了日時 勤務時間
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図 3 勤務時間計算部分のコンポーネント接続図 

4.2. 勤務終了日時計算 
開始日時と勤務時間を指定して、勤務終了日時を計算します。 

4.2.1. 動作確認 
[勤務終了日時計算]ボタンをクリックすると、勤務終了日時が表示されます。指定された開始日時から、指定された勤務時間だけ就業時間内に働くと、

この日時になります。 

  

図 4 勤務終了日時の計算 

② 現在の日付の零時から終了日時までの勤務時間を計算 

① 現在の日付の零時から開始日時までの勤務時間を計算 

③ ②と①の差を計算

④ ③の計算結果を表示

開始日時

勤務時間 終了日時
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4.2.2. コンポーネント接続の確認 
では、この動作がどのように行われているのか、ビルダー上のコンポーネント接続図をたどってみることにしましょう。[勤務終了日時計算]ボタンをク

リックすると、複合コンポーネントの「当日零時起点の就業時間を分単位で取得(Object)」メソッドを起動し、現在の日付の零時から開始日時までの勤務時

間を計算します（図 5 ①）。引数は、図 4 で「開始日時」と記されている日付入力フィールドのデータです。これに、指定された勤務時間を加えます（図 5 
②）。この計算結果を引数として、複合コンポーネントの「当日零時から就業時間(分)経過後の日時を終業時刻優先で取得(Object)」を起動して勤務終了日時

を計算し、その日時を「終了日時」欄の日付入力フィールドに設定します。 
 

 

図 5 勤務終了日時計算部分のコンポーネント接続図 

ここで、「当日零時から就業時間(分)経過後の日時を終業時刻優先で取得(Object)」メソッドの「終業時刻優先」の意味について説明しておきます。勤務

時間の計算においては、終業時刻と翌営業日の始業時刻とは一致します。なぜならば、その間の勤務時間はゼロだからです。「終業時刻優先」とは、計算し

た日時がちょうどそのような時刻に一致した場合には、終業時刻の方の日時を返すということです。一方、「当日零時から就業時間(分)経過後の日時を始業

時刻優先で取得(Object)」メソッドの場合には、始業時刻の方の日時を返します。 

5. 勤務情報設定機能拡張版  
稼働日時情報複合コンポーネント” 稼働日時情報.mzcx”では、休日設定を手入力で行うことが必要でした。これを日時選択パネルから日付を選択するこ

とでより細かい設定を行えるように機能拡張したものが” 稼働日時情報_2(勤務情報設定機能拡張版).mzcx”です。この複合コンポーネントは、アプリケーシ

ョンビルダーのメニューから以下のように選びます。 
 

[複合コンポーネント追加]-[稼働日時]-[ 稼働日時情報_2(勤務情報設定機能拡張版).mzcx] 
 
この複合コンポーネントを利用したサンプルが、“AP_DATA¥Sample¥勤務時間計算_2(勤務情報設定機能拡張版).mzax”です。アプリケーションビルダ

② ①に指定された勤務時間を加算

① 現在の日付の零時から開始日時までの勤務時間を計算 

③ 現在の日付の零時から②の就業時間経過後の日時を計算 

④ ③の計算結果を表示



 

- 6 - 

ーからこのファイルをロードし、[実行]または[実行(設定可)]ボタンをクリックしてアプリケーションを起動してください（図 6）。 

 

図 6 勤務時間計算_2(勤務情報設定機能拡張版).mzax の起動 

画面の中央の日時選択パネルで稼動日を選択するとその日は特定の休業日として登録され、表示色が赤に変わります。一方、休業日を選択するとその日は

特定の稼働日として登録され、表示色が黒に変わります。これらの休日設定は、[休日設定ファイル読込...]ボタンおよび[休日設定ファイル保存...]ボタンを

クリックすることで、CSV ファイルとして入出力することが可能です。 
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